
東日本大震災ボランティア支援会議 
同時開催：第4回全国足湯ボランティア交流会 

『3年目の被災地を考える』 

日時 

12月8日（土） 13:00～18:00 

12月9日（日）   9:00～15:00 
参加費無料／申込み不要／部分参加可 

場所：東北大学片平キャンパス 
エクステンション教育研究棟201A講義室 
(仙台市青葉区片平二丁目1-1) 

プログラム 

◆主催 

東北大学東日本大震災学生ボランティア支援室／神戸大学学生ボランティア支援室／震災がつなぐ全国ネット
ワーク×日本財団ROADプロジェクト東京事務局 
◆共催 
一般社団法人国立大学協会 

12月8日(土) 13:00～18:00 
 

〇開会挨拶(東北大学関係者) 
 

〇基調講演 
 「東日本大震災の現状と課題」 
 (村松淳司教授 東北大学多元物質科学研究所) 
 

〇団体報告(各団体15分) 
 被災地で活動する8団体より報告をいただきます。 
 

・東北大学東日本大震災学生ボランティア支援室 
・岩手大学 ・FUKUSHIMA足湯隊 
・震つな×ROADプロジェクト東京事務局 
・レスキューストックヤード 
・神戸大学（KOBE足湯隊）・大阪大学 
・東京大学被災地支援ネットワーク 
 

〇パネルディスカッション 
 「3年目の被災地にどう関わるのか？」 
・渥美公秀氏（大阪大学） 
・米村滋人氏（東北大学） 
・岩手大学関係者 
・松山文紀氏 
（静岡県ボランティア協会／ 
  震つな×日本財団ROADプロジェクト） 
・北村育美氏 
（富岡町生活復興支援センター 
         おだがいさまセンター） 
・渡辺日出夫氏 
（ADRA Japan／ 
       やまもと復興応援センター） 
コーディネータ：藤室玲治氏（神戸大学） 

12月9日(日) 9:00～15:00 
 

〇足湯ボランティア講習会 
 (被災地NGO恊働センター 吉椿雅道氏) 
 
 

〇分科会ワークショップ 
 ①大学ボランティアセンターの役割 
 ②足湯ボランティアについて 
 
 

〇学生パネルディスカッション 

～学生は被災地に関わり何をするべきか？～ 
  被災地で活動する学生ボランティアのパネ 
  ルディスカッションです。 
 

・東北大学 学生 
・岩手大学 学生 
・FUKUSHIMA足湯隊 
・神戸大学（KOBE足湯隊&ボラバスチーム） 
・大阪大学 学生 
・清水玲奈氏（レスキューストックヤード） 
・東北学院大学 学生 
コーディネータ：頼政良太氏 
       （被災地NGO恊働センター） 



▼オプションイベント【12月9日15:30～18:00】 
CODE10周年記念シンポジウム   若者Poster Session「海外支援～次世代からの提案～」 
 

 CODE海外災害援助市民センターは、海外の被災地支援を行っているNGOです。CODEは2012年でNPO法人取
得10周年を迎え、記念シンポジウムを2月2日に行います。そこで、そのシンポジウムの会場で開催するポスター
セッションに参加してくださる方々を募集しています。この日はポスターセッションの説明&ポスター作りのイベント
です。テーマは「私がNGOなら海外被災地でこんな支援をする」。最優秀グループはシンポジウム当日に神戸に
ご招待(2名)&海外被災地視察ツアーにご招待いたします。ぜひご参加ください！グループの方も個人の方もお
待ちしています！ 
 

◆対象：１０～２０代の若者 
◆日時：１２月９日 １５：３０～１８：００  
◆場所：東北大学片平キャンパス エクステンション教育研究棟３０２教室 
◆お問い合わせ・詳細はCODE海外災害援助市民センターまで。（申込み不要です） 
 TEL: 078-578-7744  E-mail: info@code-jp.org  URL: http://www.code–jp.org/ 

◆問い合わせ先 
〇東北大学東日本大震災学生ボランティア支援室 

  TEL：022-795-7818   E-mail：volu-s@bureau.tohoku.ac.jp 
〇神戸大学学生ボランティア支援室 
  TEL：078-803-6256   E-mail：svs@port.kobe-u.ac.jp 

◆開催趣旨 
 2011年に発災した東日本大震災の被災地には、多くのボランティアが駆け付け様々な活動を展開しました。

その中で、大学生ボランティアも大変な注目を集めました。同時に、多くの学生ボランティアをいかに大学側
が支援していくのかということも問われています。さらに、被災地の課題が多様化していく2年目から3年目と

いう時期にどのようにボランティアが被災した方々と関わり、寄り添っていくのかということが大変重要になっ
ていきます。 

 そこで、今回のシンポジウムでは阪神・淡路大震災のころから被災地内で行われている足湯ボランティアに
注目しながら、3年目の被災地にどのように大学生・若者のボランティアが関わっていけるのかを模索してい
きたいと思います。 

エクステンション教育研究棟 

◆会場案内図 
〒980-8577  
仙台市青葉区片平二丁目1-1 
〇仙台市営バス東北大正門前下車すぐ 
 （乗車時間約10分） 


